PRP(多血小板血漿)注射施術説明および同意書
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患者氏名　　　　　　　　　　　様　　　　　
説　明
自己白血球含有多血小板血漿（Ｗ-ＰＲＰ療法）は自己血抽出の血小板ならびに白血球を含んだ血漿分画がある優れた治療です。ＦＤＡが認可した唯一の血小板治療で、アレルギー反応の出現も極めて少ないものですが、効果の状態や期間には個人差があります。細胞の修復（再生）治療としても注目されています。サイトカインを反応させるｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞには該当しませんので安心です。
提供される再生医療の目的及び内容としては傷の治癒の促進、腱・筋肉・靭帯の修復促進を目的としています。

□PRP注入液は作製するためには、（　　　）cc静脈血を片側肘の静脈から採血します。
□PRP注入後、腫れや内出血が起こります。
□静脈血採血による合併症は極めて稀ですが、失神・吐き気・静脈炎・内出血班・神経損傷を起こす可能性があります。
□他の治療法との比較：薬物治療に効果が期待できず、手術治療ほどの侵襲はさけたいのでこの方法を選択しています。
□治療費は1単位3万円（消費税別）で今回は（　　　）単位になります。1単位＝1部位1㎖
□PRPは保管せず、移動しません。
□PRP作製に関わる材料(血液)および器材は医療廃棄物として処理します。
□本治療は『自己血小板血漿（PRP）を用いた整形外科療法』(計画番号PC6150162)という名称で、特定非営利活動法人日本アンチエイジング医療協会　認定再生医療等委員会(認定番号NB3150019)における審査後、厚生労働大臣に再生医療等提供計画を提出しています。
また、定期的報告義務を有しています。
委員会の苦情及び問い合わせ先　〒171-0021　東京都豊島区西池袋5-10-2椿ビル1階　
（03）5911-5524
□本治療前後の苦情及びお問い合わせ先　〒761-8072　香川県高松市三条町482-1
（087）867-2270

　PRPの治療効果
· PRP注入は注入後からで瞬時に改善するものでなく、個人の自然治癒力を利用しているため、徐々に改善するものであり、その治療効果に個人差があるため、治療効果を絶対的に保証できるものではありません。また、症状の程度によっては複数回の治療を要する場合もあります。
前述の処置の本体と目的およびその実施に関わる危険性を十分に説明しました。
私はすべての質問に私の能力の最善を尽くして答えました。また、これからも答えるつもりです。
　　　　年　　月　　日
医療法人弘仁会　三条整形外科スポーツクリニック
説明医師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(自筆署名)
管理者・実施責任者：院長　宮武慎
お問い合わせ窓口：三条整形外科スポーツクリニック　電話087-867-2270
同　意　書
□私は、この技術を使った治療に対する同意を施術前であればいつでも撤回することは自由であることを知っています。
□私の同意の撤回は治療引き続き受ける資格を損なうものではありません。もし、治療期間中に疑問をもった場合には医師に電話および診察で尋ねることができます。
守秘義務
□私は、医学的情報は法律で要求される期間、秘密を守って保存されることを理解します。ただし、私個人を特定できないような情報は、私の許可がなくても、教育や研究に使用してかまいません。
この書類の理解
□私は以上の処置とそれに伴う利点、危険性について完全な情報の提供を受けたことを確認します。決定までの十分なじかんを賭け、決定は私の意志で行いました。
□私は、症状改善を得るために、PRP注入液を患部に注入することに同意します。
PRP注射同意書
病　　名： 
注射部位：
採血量：　　 ml　　PRP液量：　　 ml
 同意年月日　　　　　　　　　　年    月      日
患者　　　　　　　本人氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　(自筆署名)　　　　　　
保護者・代理人　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　(自筆署名)　
